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	１．助成対象者について
	Q.1-01 助成金の被交付者（助成金の交付決定を受けた業者）は、令和７年度以降、建築物環境報告書制度に参加し、報告書を都に提出することが要件となっていますが、いつまで参加する必要がありますか。

	２．助成対象事業について
	Q.2-01 住宅商品の供給エリアは東京都だけに限らず、全国や首都圏全域にわたっているのですが、全国展開する住宅商品も助成対象となるのでしょうか。
	Q.2-02 非住宅単独（複合建築物ではない）での建築物の標準規格開発は助成対象となるのでしょうか。
	Q.2-03 開発した住宅モデルの市場投入の定義を教えてください。（対外的なプレスリリース等という形で良いのか、それとも具体的な実績（請負契約、引渡等）が必要なのか）
	Q.2-04 開発した住宅モデルについては、実績報告やその後の調査などで建築・販売実績の数値目標が課せられるのでしょうか。
	Q.2-05 販社制（ディーラ制）やフランチャイズ制のハウスメーカーは、制度対象である供給（報告）事業者と、商品・技術開発を実施する事業者が異なる場合があるのですが、例えば助成対象者である住宅販売会社から住宅メーカー本体に商品開発業務を委託すれば助成対象となるのでしょうか。
	Q.2-06 賃貸アパートの課題であるPV利活用方法（現状は全量売電or共用部使用のみ）についての新たなビジネスモデル（PVで発電された電気を有効活用するため、EV充電設備を併設し、居住者が使用する、など）を開発したいのですが、助成対象となるのでしょうか。
	Q.2-07 試施工を実施した住宅をその後モデルハウスとして使用する場合の取扱いについて教えてください。
	Q.2-08 試施工を実施し、新商品展開に至らなかった費用は、助成対象となるのでしょうか。
	Q.2-09 新商品の開発により助成を受けた成果物（商品・体制・試験体等）を既存の商品でも利用することは可能でしょうか。パネル等の調達体制を整備した場合などは、既存の商品にもその体制を活用することがあると思います。
	Q.2-10 開発する住宅モデルはPV設置をオプション仕様としても良いのでしょうか。

	３．助成対象経費について
	Q.3-01 広報・宣伝費と直接人件費にはそれぞれ助成金額の２割という上限がありますが、外注・委託費など、その他の経費区分については特段上限設定がないという理解でよろしいでしょうか。
	Q.3-02 大手住宅メーカーでは全国規模で事業を行っているのですが、東京都以外でも販売する住宅商品の開発費も助成対象となるのでしょうか。
	Q.3-03 グループ会社（別法人）への外注により開発したいのですが、助成対象となるのでしょうか。
	Q.3-04 当社は代販制度を採用している為、特定事業者は東京の販売店になりますが、商品開発はメーカーである本社が行っています。住宅メーカー本体に商品開発業務を委託すれば助成対象となるのでしょうか。
	Q.3-05 交付決定日以後の経費のみが助成対象という認識で相違ないでしょうか（例えば、4月から該当する商品開発等を始め、6月に交付決定がなされたと仮定した場合、4月から交付決定の日より前までの経費は助成の対象外という理解でよろしいでしょうか。）
	Q.3-06 助成対象項目には省エネに寄与する設備や高断熱に関する仕様開発も対象となりますか？（再エネ設備や等級６や等級７の上位等級等）
	Q.3-07 　助成対象経費に、システム改修費用（外皮や熱エネルギー計算、構造成立性の検証など）は含まれますでしょうか。
	Q.3-08 新商品を開発した上で、当該商品の住宅展示場を建築した場合、その建築費は助成対象になりますか。
	Q.3-09 試施工した住宅モデル・設備等を第三者に譲渡・販売等をする場合は助成対象になりますか。

	４．助成期間について
	Q.4-01 開発した住宅モデルを交付申請時に示した事業期間よりも早く整備し、市場投入を行った場合、実績報告を早めれば助成金の交付も早くなるのでしょうか。
	Q.4-02 助成金の支払いは事業完了後とありますが、事業完了の定義を教えてください。例えば、商品ラインナップの開発の場合、「販売開始」が事業完了となるのでしょうか。
	Q.4-03 ２年程度かかる開発の場合は、どのようにすればよいでしょうか。令和５年度と令和６年度を、合わせて本制度を適用することは可能でしょうか。

	5．助成金額について
	Q.5-01 商品開発を複数実施したいのですが、どのような手続きをすればよいでしょうか。
	Q.5-02 当事業は概算払いを請求することはできるのでしょうか。
	Q.5-03 モデル開発・改良に係る取り組みが複数ある場合は、まとめて申請（例えば3つの取組みで合わせて申請）は可能でしょうか。
	Q.5-04 いくつかのテーマを合算して申請することは可能でしょうか。（太陽光の開発＋断熱の開発など）

	6．.　その他
	Q.6-01 開発が長期間にわたるため、開発完了後の実績報告時に交付申請時に提出した経費内訳から変動する可能性があるのですが、交付決定額の範囲内であれば経費内訳や事項明細の変動はできるのでしょうか。
	Q.6-02 令和5年5月31日の申請受付終了後、交付決定はいつ頃を予定しておりますでしょうか。
	Q.6-03 助成金が交付された後に、事後に本事業に関する報告を求める事項はありますか。
	Q.6-04 開発した住宅モデルが10年以内に廃止になる場合も財産処分に該当しますか。


